














































































































































1'Lìt>る遺体子 Bl~ を見出した。 Blbl は第 4 連
鎖群の三叉世遺体予Kkと連鎖し、 Robertson
~1932) は 22.58% ， Mayler及び Stanford. 











皮 望益 繰 司事
地域別
種白粒%品j得脊粒〆ロftji調査厳高努品1:努品|開査段
日 本 69 31 245 96 4 186 
鞠 鮮 72 28 61i5 93 7 307 
iI宙 洲 79 2] 28 一 1∞ 1 
著書 北 67 3<l 8 83 17 6 
害事 中 36 64 56 00 10 40 
西南アジア 25 75 8 100 一 1 
附 時2 100 一 5 
北米 51 I 49 140 50 50 2 





































積 名 色|青色 111:1:厳
H. agriocrithon 1 
H. opoIltaneum 1 10 11 
H. murinum 1 1 
H. GU8冊目..num 1 











b. 雪量 鞠 下位の業鞠昔事会商赤色或は赤
僚 ・演、中、宮島或は絡徴。の
種目異あ p。





















































質対けである (Kornicke その他)0Harlan 
(1914)は粒の着色が最も安定した特性でるる




















































































究者 i ~ 1* 子記披
Bi作en I Pp 
紫 IBuckley I Pp，α， 
三宅、今井 IPI Pl P~ P宮
僚 IBuckle.y 
色 j'1.vc.r 
D岨 ne 1 Pp 
紫 1M可ler& 8tanf'ord 1 Pp 
Kaj岨匂8& Berg I AaBb 
赤 1Btlckley 
I Robertson 












































日 本 9~7 1 ~3 
朝 鮮
署長 ~b 100 I 0 
望樫 中 100 I 0 











32邸.2 6?% .8 釘)2





































































































る.ptr.沿var.sikangense E. Aberg tl:該当
ナるものに栗麦という在来裸麦があり、又、買

























るのは Aberg ~伊東チベットで見向 l た六僚
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めー衰をみていたい。 はさまれている。 Vavilov学祇に属する Orlov
Vavilov (1925)は債汎な地域から集めた材 (1929)はアピシzァ、.:>:t}トリヤの大変を研
料にづいて研究L7<:結果から皮棟性の発群地花 女L~結果から、との地方の裸麦が東亜の夫れ
(3~) --32ー
